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1. 	 胃粘膜下腫寝を呈した異所性胃腺の一治験例
折居和雄(千大)
症例は 38才男性， 1年前より胸やけがあり胃集検に
て異常陰影を指摘され， X線精査の結果， 胃幽門部に
隆起性病変を認め， 内視鏡にて幽門前庭部後壁 Delle， 
hridgimg foldを有する小指頭大の腫癌を認め，胃粘膜
下腫、虜の診断にて胃切除術施行。切除標本では腫痛の大
きさは 2.0x1.8x0.7 cm，組織学的には表層粘膜にピラ
ンが認められ，粘膜下層を主として固有筋層への増殖を
示す PAS陽性の幽門腺類似の腺組織から成る異所性
胃腺であった。 
2. 	 クローン氏病の一治験例
大川昌権(千大) 
62才の女性で，回腸末端に限局し，狭窄型を呈する定
型的クローン民病の l例を報告した。主訴は食欲不振，
右下腹部腫癌で，入院時，高度の貧血，血沈允進，便潜
血反応強陽性等の所見を認めた。開腹時所見では，回腸
末端より口側に約 10cmの強い線維性狭窄が認められ，
病理組織ではクローン民病特有の潰虜，サノレコイド様肉
芽腫，裂溝形成の所見が著明であった。なお本例につき
若干の文献的考察を加えた。 
3. 総胆管嚢腫様拡張症の一治験例
田辺政裕(千大)
症例， 34才，女性。主訴，右季肋部自痛様発作，黄痘。
経皮経肝胆道造影にて肝内胆管の嚢腫様拡張を伴う総胆
管嚢腫様拡張症と診断された。総胆管拡張部切除，肝管
空腸吻合術施行。術後 90日健在である。本症は， 比較
的まれな疾患とされているが，本邦では 800例以上が報
告されている。しかし肝内胆管の拡張を伴うものは， 73 
例が報告されているにすぎない。本症の頻度，症状，診
断，拡張形態，治療法等について若干の考察を加えた。 
4. 胃癌手術後に発生せる Disseminated Intravascular 
Coagulationの一例
坪井秀一(千大)
遠隔転移のない胃癌手術後に急激に発症した DICの 
l剖検例を経験したので文献的および原因的考察を加え
報告した。症例は 64才女性，癌腫は幽門部小轡側 4x5 
cm，ボールマン III型の papillaryadenocarcinoma， 
胃切除術中より無尿を呈し， 4病日に出血傾向出現，こ
の間腹膜濯流施行するも著効なく， 6病日死亡。剖検で
は両側腎皮質壊死像を呈し肺，梓，心にも血栓および出
血巣を認めた。なお，術前の腎機能は異常なかった。 
5. 先天性胆道閉鎖症術後黄痕消失例において発症せ
る食道静脈癌の一治験例について
塚原則幸(千大) 
3才 7ヵ月男子。生後 60日胆道閉鎖症の診断(葛西 
IV型)で肝門部空腸吻合術を施行。 術後 3年後に食道
静脈!唐出血をきたい教室の経腹的食道粘膜離断左胃動
静脈切除傍噴門側副血行路遮断兼牌摘術施行。術後 5カ
月，出血，腹水，黄痘なく経過良好であるo今回手術時
の肝組織所見は，三宅の甲型肝硬変に相当。先天性胆道
閉鎖症根治術後の門脈圧允進症は本邦文献上 11例をみ
た。小児期肝硬変症の手術的治療につき文献的考察を行
なった。 
6. 食中毒に続発せる急性菅不全の一例
桜庭賄悦(千大)
症例は 33才男。昭和 49年 9月6日夜，イカ刺身を食
後，発熱，下腹部痛，頻回の幅吐下痢出現。近医にて処
置を受けるも脱水のためショック，無尿となる。発病後 
4日目に当科に転科。脱水著明(推定脱水量 7 l)，BUN 
104 mgjdl以上， Cr 11.7 mgjdlと高く，器質的急性腎
不全と判断。腹膜濯流計 12因。 IVH施行。乏尿 6日
間。経過中尿路感染を合併したが，低 Na，低 Cl血症
